
















要旨:食物アレルギーについての意識と実態を調べるために、東京都北区内の 3歳児 2,841

人を対象とし、はがきによるアンケート調査を行った。回答数は 1,699 人(回収率 59.8%)

であった。 

「食べ物がよくないといわれたことがありますか」の問いに 266 人が「はい」と回答した。

回答に示ざれた食品名はのべ351 にのぼった。よくないとされた食物は、たまごおよびそ

の製品が全体の 50%を占めた。ついで牛乳およひその製品が 18%であった。「どうしてわか

りましたか」の問いには「食べたら症状がでた」が 177 人、「血液検査でいわれた」が 62

人、「皮膚の検査でいわれた」が 10 人、「検査は受けなかったが医師あるいは保健婦、看護

婦にいわれた」が 71 人、「その他」が 2 人あった(複数回答あり)。162 人の症状記載のう

ち皮膚症状以外は嘔吐 4人、下痢 3人、咳嗽 1人で他はすべて湿疹、蕁麻疹、赤いぼつぼ

つ、掻痒感など比較的軽微な皮膚症状であった。食べ物がよくないといわれた者のうち調

査時に何らかの食事制限を行っていたのは 59 人(22.2%)であった。 

食物がよくないといわれた小児のうち、3 歳の時点で食物の摂取制限を行っていたのは約

20%にのぼった。しかしこれらの小児にとって、かならずしもある特定の食物がアレルゲン

と確定していたわけではない。また、大多数の児の症状は軽微なもので、食物摂取を続け

ながら対症療法で対処が可能と考えられるものであった。 

成長期の小児においては食物アレルギーの診療にあたり、その診断の過程においてもまた

治療の過程においても、慎重な対応が望まれる。 


